
小特集

漏れる情報，漏らす心理
私たちは，日常生活のさまざまな場面で多くの情報をやりとりしています。そのなかでは，自身や他者に関す
る情報を意図的に漏らすことも少なくありません。なぜ情報を漏らすに至るのでしょうか。本小特集では，こ
の問題を誰もが直面しうるテーマとして取り上げ，個人情報を漏らす心理的背景に迫ります。 （蔵永 瞳）
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情報（「性別」などの自分の属性に関
する情報），識別情報（「本名」など，
自分と他者を区別する情報）への情
報プライバシーが低い人ほど，不特定
他者も閲覧できる，「全体に公開」を
選択している情報数が多く，自己表出
性を高く評定していた。
　他者情報公開についてはどうだろ
うか。2015年6月に，Twitter（現，X）
の利用者1,654名にウェブ調査を実施
した研究9では，自分のTwitterを確認
しながら，友人，知人の，「本名」「顔
がはっきりと写った写真」などの20種
類の情報の公開経験を回答するよう
に求めた。また，プライバシーへの意
識として，プライバシー意識（自他の
プライバシーを意識する程度）を測定
する尺度 10にも回答するように求めた。
その結果，自己のプライバシーへの意
識が低い人ほど，友人，知人に関する
情報の公開経験が多かった。この理
由として，自己のプライバシーへの意
識が高い人が，友人，知人の情報を公
開すると自分の情報を返報的に公開

　近年，社会的ネットワークをインタ
ーネット上で構築する，ソーシャル・
ネットワーキング・サービス（Social 

Networking Service：以下SNS）が普
及し，自分自身や他者に関する情報を
公開することが容易になった。しかし，
公開の仕方によってはトラブルにつな
がる可能性がある。例えば，自分自身
に関する情報を多くの者の目に留まる
ように公開すると，見知らぬ他者から
連絡を受けやすくなる1。また，他者に
関する情報をその他者が望まない形
で公開することは，他者のプライバシ
ー（自分自身に関する情報に対する他
者からのアクセスの規制2，3）の侵害に
あたる可能性が高い4。

SNS上で生じる情報公開に関する
問題を抑止するためには，SNS上での
情報公開を規定する要因を明らかに
する必要がある。本稿では，プライバ
シーへの意識に関する個人差に着目
する。プライバシーへの意識が低い
と，自分自身や他者のプライバシーを
意識せずに行動しやすいと考えられる。

そこで本稿では，「SNS上で自己，他
者に関する情報を多く公開しているの
は，プライバシーへの意識が低い人で
ある」という「仮説」を立て，著者ら
の研究を踏まえて「仮説」が正しいか
否かを考察する。

「仮説」は正しい？
まず，SNS上での自己情報公開に

関する研究5を紹介する。この研究で
は，2011年4月に，mixi（調査時点の
ログイン利用者は1500万人以上）の
利用者1,051名に，ウェブ調査を実施し
た。自分のmixiを確認しながら，プロ
フィール上で設定可能な「名前」「職
業」などの8種類の情報の公開範囲
の設定と，プロフィールの自己紹介に
自分自身に関する事柄を含めている
程度（自己表出性）に回答するように
求めた。また，プライバシーへの意識
として，情報の種類ごとに情報プライ
バシー（自己情報を知られることに対
する不安6，7）を測定する尺度8にも回
答するように求めた。その結果，属性
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されることを避けようとしたためであ
ると推察される。一方，この研究では，
他者のプライバシーへの意識は，友人，
知人に関する情報を公開した経験と
は直接的な関連はみられなかった。そ
の後の研究 11で，他者のプライバシー
への意識が低い人ほど，SNSで他者
のプライバシーが侵害されることへの
懸念 12が低く，結果的に，SNS上で友
人，知人に関する情報の公開経験が
多かったという結果が得られている。
　以上に示した研究から，「仮説」は
正しいといえる。すなわち，SNS上で
自己，他者に関する情報を多く公開し
ているのは，プライバシーへの意識が
低い人であると考えられる。

状況によっては「仮説」は正しいと
は限らない？
プライバシーへの意識が高くても，

SNS上で自己，他者に関する情報を
公開しやすくなることはないのだろう
か。インターネット上では，プライバシ
ーに不安を抱えていても，その不安に
沿った行動するとは限らないという，プ
ライバシー・パラドックスが生じること
が報告されている13。プライバシー・
パラドックスに基づくと，プライバシー
への意識が高くても，SNS上で自己，
他者に関する情報を公開しやすくなる
状況があると想定される。
プライバシーへの意識の個人差に

かかわらず，SNS上で自己に関する
情報を公開しやすくなる状況の一つ
に，情報を見る他者とコミュニケーショ
ンしたいという動機が高まる状況が挙
げられることを示唆する研究がある14。
「他大学の学生とパソコン上のチャッ
トで会話する」という名目の実験に参

加した大学生67名に，チャット画面で
相手に示す自分自身の情報を入力す
るように求めた。入力可能な情報は
「名前」「住所」「自分の顔写真（直
前にウェブカメラで撮影した）」など9

種類あり，相手に示したい情報だけ入
力するように求めた。また，入力する
前に，半数の実験参加者には，相手と
コミュニケーションしたいという動機を
高めるために，「後日，相手と直接会っ
て会話してもらう」と伝えた（対面の
予期あり条件）。残りの実験参加者に
は，そのように伝えなかった（対面の
予期なし条件）。情報を入力させた後，
実験参加者に，情報プライバシーを
測定する尺度8に回答するように求め
た。その後，作成された全員分のチャ
ット画面を2名の評定者に示し，表出
印象得点（自分を表出している程度）
を，「0～4（得点が高いほど表出して
いる）」で評定してもらった。その結
果，識別情報への情報プライバシーが
高い人でも，対面の予期あり条件では，
識別情報への情報プライバシーが低
い人と同程度に，表出印象得点が高く
評定された（図1）。この結果をSNS

上での情報公開に援用すると，情報を
見る他者とコミュニケーションしたいと
いう動機が高まる状況では，プライバ
シーへの意識の個人差にかかわらず，
SNS上で自己に関する情報を公開し
やすくなるといえる。
　以上に示した研究から，「SNS上で
自己，他者に関する情報を多く公開し
ているのはプライバシーへの意識が
低い人」という「仮説」が常に正しい
わけではないといえる。プライバシー
への意識が高くても，状況次第では，
SNS上で自己，他者に関する情報を

公開しやすくなる可能性があると考え
られる。本稿で紹介した自己に関す
る情報に加え，他者に関する情報につ
いても，プライバシーへの意識が高く
ても，SNS上で多く公開しやすい状況
を明らかにする研究が待たれる。

おわりに
　本稿では，SNS上での自己，他者に
関する情報公開に着目し，情報公開に
関わる要因がプライバシーへの意識
の低さだけではないことを示した。今
後は，SNS上での自己，他者に関する
情報公開を規定する要因を網羅的に
解明し，SNS上での情報公開によって
生じる問題を抑止することにつなげる
必要があるだろう。
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図1 条件ごとの識別情報への情報プライバシーと
表出印象得点との関連
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